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巻頭言

筆者は東京大学理学部化学科3年生

の「分子量子論」の講義で、ハイゼン

べルグの運動方程式を教えている。こ

の方程式は、力学変数の時間変化を表

す2つの項、時間偏微分項とハミルト

ニアンを含む交換子項、から成る。第

1項は何らかの理由で力学変数が陽に

時間依存する場合の変化、第2項はハ

ミルトニアンによって導かれる運動に

よる変化を表す。

この方程式を、「分子科学」の系に

適用してみよう。分子科学のハミルト

ニアンには、知的探求心、功名心など

個人的なものから産業、経済、環境な

どの社会的なものまで様々な力がポテ

ンシャルとして含まれる。元来、科学

の発展は知的探究心によるところが大

きかったが、近年はそれ以外の項が大

きな寄与をするようになっており、分

子科学の原動力は大きく変遷してきて

いる。結果として、個人レベルでの分

子科学の「ときめき度」が低下してい

るように筆者には感じられる。もしこ

れからの時間発展がハイゼンべルグの

運動方程式の第2項のみで決まるとす

ると、現状と大きく異なる方向への発

展は起こらず、「ときめき度」の大き

な回復は望めないことになる。

ハミルトニアンを含む第2項を「理

性の項」とすれば、第1項は「感性の

項」ということができるかも知れない。

この第1項は、外的要因と因果律では

必ずしも説明できない何らかの理由に

より、分子科学の「ときめき度」が変

化し得ることを意味しており、理屈ぬ

きで分子科学にときめくことの重要性

を示唆しているように思われる。とき

めく理由を探してからときめこうとす

ると、永遠にときめくことができない。

ちなみに、筆者が若いころ分子科学に

ときめいたのは、「目に見えない分子

世界の不思議」に魅せられたからであ

り、何故かと聞かれてもうまく答える

ことができない。趣味のクワガタに何

故ときめくのかと聞かれても、返答に

窮するのと同じである。

理屈ぬきでときめくことができるの

は、感性に富んだ若者の特権である。

この文章を読んでいる学生、若手研究

者の諸君、ハイゼンべルグの運動方程

式の第1項を使って、分子科学の「と

きめき度」を大きく上昇させていただ

きたい。それこそが分子科学をさらに

発展させて行く唯一の道だと筆者は

思っている。そして、ときめいている

若手を見つけ出し、大きく育む、感性

ある運営を分子科学研究所に期待した

い。
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